
平成２６年度 「大学教育再生加速プログラム」 選定取組

大学等名：三重県立看護大学
テーマ ：テーマⅢ（高大接続）

三重の保健医療を支える未来の看護職者育成プログラム
～高大接続と地域との連携により高い看護力で地域の健康を支える～

県教育委員会・県内高等学校や医療機関等とのさらなる連携強化により、看護職者を志す優秀な人材の確保及び学生の学修の質向
上を図り、地域の保健医療を支える質の高い看護職者育成をめざします。

学修モチベーションの向上

合格 入学 卒業

◆地域の保健医療を支え
る質の高い看護職者

◆継続したスキルアップ
への取組

◆明確な目的意識をもった
学修

◆キャリア形成に対する意識の
向上

◆本学での円滑な学修開始に備えた

準備学修
◆看護職者としての将来像

の明確化

◆看護職への理解
◆自身の適性判断
◆看護職を選択する意志の確立
◆大学レベルの講義の受講による大学で

の学修に備えた学力の獲得

高校生 入学予定者 学生 卒業生

・高等学校教員との情報共有・連携強化
・高等学校教員、保護者の看護職者への理解の促進
・高校生への入学準備教育、教養・基礎科目 の単位認定
・医療機関等との連携の強化
・ＦＤ活動

教育の質の向上

◆求める人材の明確化
◆教育体制の充実

医療機関等

◆看護職への理解

◆高校生本人の志望・適性に応じた進
路指導

◆高校生の進路志望の傾向などの情
報提供

◆本学が入学者に求める学力や人材
への理解

高
校

・
保
護
者 三重の保健医療を支える未来の看護職者育成交流会

入学者実態調査
卒業生就労状況調査

卒後教育の充実
三重県立看護大学

三重県立看護大学
キャラクターみかんちゃん

入学準備教育
高校生キャリアデザイン講座
一日みかんだい生

【事業の成果】

・質の高い看護職者育成のための教育指導におけ
る質の向上

・育成をめざす人材像に対する認識の共有による
一貫した教育指導

・休退学者の減少による輩出する地域の保健医療
を支える人材の増加

26年度 28年度
（目標値）

30年度
（目標値）

多様な評価尺度による入学者選抜を
経た募集人員の割合

5％ 5％ 5％

推薦入試による入学者の県内就職率 80％
（25年度卒）

85％ 97％

本学における課題
・進路変更等を理由とした休退学
・県内出身入学者の減少

地域の課題
・看護職者の高い離職率
・看護職者の地域偏在
・過疎・超高齢化
・へき地医療の危機


